
は
じ
め
に

横
浜
市
の
要
援
護
者
支
援
の
取
組
と
そ
の
課
題

　
災
害
時
の
要
援
護
者
避
難
支
援

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
避
難
支
援
の
必

要
性
は
誰
も
が
認
識
し
て
お
り
、

特
に
阪
神
淡
路
大
震
災
の
後
は
災

害
時
の
要
援
護
者
対
策
の
必
要
性

が
語
ら
れ
て
き
た
が
、
遅
々
と
し

て
進
捗
が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
市

の
主
な
取
組
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
な
ぜ
要
援
護
者
対
策
が
進
ま

な
い
の
か
そ
の
原
因
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

１

要
援
護
者
と
は
－

「
要
援
護
者
」
へ
は

避
難
支
援
が
必
要
ｌ

　
大
き
な
災
害
で
の
死
亡
や
行
方

不
明
者
の
半
数
は
高
齢
者
で
あ

る
。
新
潟
中
越
地
震
で
の
死
者
の

半
数
は
高
齢
者
で
あ
り
、
今
般
の

新
潟
中
越
沖
地
震
で
も
多
く
は
7
0

歳
以
上
の
方
々
だ
っ
た
。

　
高
齢
者
や
障
害
者
の
中
に
は
、

災
害
時
の
情
報
人
手
や
避
難
活
動

が
困
難
な
人
が
い
る
。
ま
た
、
障

害
児
や
乳
幼
児
、
難
病
の
人
、
外

国
人
な
ど
も
情
報
人
手
が
難
し
か

っ
た
り
、
避
難
生
活
で
何
ら
か
の

配
慮
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

　
本
市
の
防
災
計
画
で
は
、
要
援

護
者
の
範
囲
を
表
Ｉ
の
よ
う
に
記

載
し
て
い
る
。

２

要
援
護
者
支
援
の

こ
れ
ま
で
の
取
組

　
本
市
で
は
、
要
援
護
と
思
わ
れ

る
該
当
者
に
つ
い
て
リ
ス
ト
を
作

成
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
高

齢
者
に
つ
い
て
は
民
生
委
員
等
に

よ
る
定
期
訪
問
事
業
に
よ
る
情

報
、
障
害
（
児
）
者
に
つ
い
て
は

障
害
者
手
帳
の
交
付
情
報
を
も
と

に
一
覧
表
を
作
成
し
各
区
に
送
付

し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
要
援
護
者
リ
ス

ト
に
つ
い
て
、
二
つ
の
点
で
改
善

が
必
要
だ
っ
た
。
第
一
に
は
、
対

象
者
の
把
握
を
よ
り
精
度
の
高
い

も
の
と
す
る
た
め
介
護
保
険
法
や

障
害
者
自
立
支
援
法
関
連
の
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
こ
と
、
第
二
に
、

現
状
で
は
区
役
所
の
金
庫
に
眠
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
の
リ
ス
ト
を

活
用
し
て
地
域
の
要
援
護
者
避
難

支
援
施
策
に
活
か
す
方
法
は
な
い

か
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
平
成

1
9
年
度
に
な
っ
て
か
ら
次
の
よ
う

に
リ
ス
ト
の
内
容
を
変
更
し
た
。

　
・
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の

　
居
宅
で
生
活
す
る
方
。

　
・
介
護
保
険
の
要
支
援
以
上
で
ひ

　
と
り
暮
ら
し
の
方
、
い
ず
れ
も

　
が
要
支
援
以
上
の
高
齢
者
の
み

　
の
世
帯
。

　
・
認
知
庄
刀
あ
る
方
。
へ
要
介
護

　
２
以
下
で
、
認
知
症
の
日
常
生

　
活
自
立
度
Ⅱ
以
上
の
方
。
）

・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

　
障
害
程
度
区
分
認
定
者
（
区
分

　
１
～
６
）
又
は
視
覚
障
害
者
・

　
聴
覚
障
害
者
に
つ
い
て
身
体
障

　
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
の
方
。

　
以
上
の
方
々
に
つ
い
て
デ
ー
タ

処
理
し
、
電
子
デ
ー
タ
で
各
区
に

送
付
し
た
。
た
だ
し
、
避
難
支
援

を
要
す
る
障
害
児
、
難
病
等
の
在

宅
患
者
、
居
住
外
国
人
、
乳
幼
児
、

妊
産
婦
に
つ
い
て
は
各
区
で
把
握

す
る
こ
と
に
な
る
。
要
援
護
者
リ

ス
ト
の
改
善
に
つ
い
て
は
一
定
の

前
進
が
み
ら
れ
た
と
思
う
が
、
問

題
は
第
二
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ

摯
三
上
　
章
彦

健
康
福
祉
局
総
務
課
長

表１　横浜市防災計画での要援護者の範囲
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は
個
人
情
報
保
護
の
視
点
も
あ
り

後
述
す
る
。
そ
の
前
に
そ
の
他
の

要
援
護
者
へ
の
取
組
を
概
観
す
る
。

①
高
齢
者
・
障
害
者
等
災
害
時
要

　
援
護
者
緊
急
対
策
要
領
の
策
定

　
（
平
成
1
7
年
度
）

　
災
害
時
に
迅
速
か
つ
適
切
に
行

動
す
る
こ
と
が
困
難
な
要
援
護
者

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
市
防
災

計
画
に
基
づ
き
効
果
的
な
応
急
対

策
を
実
施
す
る
た
め
、
主
に
行
政
の

役
割
に
つ
い
て
要
領
を
制
定
し
た
。

②
特
別
避
難
場
所
の
協
定
締
結
の

　
推
進
（
平
成
1
6
年
度
～
）

　
地
域
防
災
拠
点
（
小
学
校
・
中

学
校
）
で
の
避
難
生
活
が
難
し
い

在
宅
要
援
護
者
の
方
は
、
特
別
避

難
場
所
に
指
定
さ
れ
た
地
域
ケ
ア

プ
ラ
ザ
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
で
避
難
生

活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
各
区
が
区
内
の
社
会
福
祉

施
設
と
協
力
協
定
を
締
結
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
推
進
を
各
区
に

お
願
い
し
て
い
る
。
対
象
と
な
る

施
設
４
１
７
施
設
の
う
ち
約
２
８

０
施
設
で
協
定
締
結
が
完
了
し
て

い
る
（
平
成
1
8
年
度
末
時
点
）
。

平
成
1
7
年
度
当
初
は
2
4
施
設
だ
っ

た
こ
と
を
思
う
と
、
こ
こ
ま
で
進

ん
だ
の
は
各
区
役
所
の
努
力
の
た

ま
も
の
だ
と
思
う
。

③
特
別
避
難
場
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア

　
ル
の
作
成
（
平
成
1
7
年
度
）

　
社
会
福
祉
施
設
等
が
特
別
避
難

場
所
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
。
区
災
害

対
策
本
部
と
ど
の
よ
う
な
連
絡
調

整
を
行
う
の
か
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

い
う
形
で
作
成
し
た
。

④
特
別
避
難
場
所
に
受
け
入
れ
る

　
要
援
護
者
の
判
断
基
準
の
作
成

　
（
平
成
1
7
年
度
）

　
区
職
員
が
、
避
難
し
て
き
た
要

援
護
者
の
方
が
地
域
防
災
拠
点
で

の
生
活
が
困
難
か
否
か
を
本
人
の

状
況
、
避
難
場
所
の
環
境
等
判
断

す
る
た
め
の
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

⑤
特
別
避
難
場
所
応
急
備
蓄
物
資

　
整
備
の
充
実
（
平
成
1
8
年
度
）

　
協
定
を
締
結
し
た
社
会
福
祉
施

設
に
食
糧
・
水
、
粉
ミ
ル
ク
、
毛

布
、
紙
お
む
つ
、
そ
の
他
必
要
な

物
資
を
備
蓄
す
る
事
業
を
進
め
て

き
た
。
平
成
1
8
年
度
か
ら
は
簡
易

ト
イ
レ
と
備
蓄
物
資
の
収
納
庫
購

入
補
助
を
実
施
し
た
。

⑥
災
害
時
要
援
護
者
支
援
ガ
イ
ド

　
の
作
成
（
平
成
1
8
年
度
）

　
地
震
な
ど
の
災
害
の
際
に
要
援

護
者
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
災
害
に
備
え
た
事
前

の
心
構
え
や
準
備
、
支
援
者
と
な

る
人
た
ち
の
理
解
、
避
難
場
所
で

必
要
な
配
慮
な
ど
を
ま
と
め
た
。

３
一
歩
前
に
踏
み
出
す
取
組

①
こ
れ
ま
で
の
取
組
か
ら
見
え
て

　
き
た
こ
と

　
従
来
か
ら
市
内
各
地
域
で
住
民

主
体
で
災
害
対
策
を
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
そ
れ
が
「
線
」
と
し
て
の
つ

な
が
り
や
「
面
」
と
し
て
の
広
が

り
が
で
て
い
な
い
。

　
地
域
で
熱
心
な
取
組
が
実
施
さ

れ
て
い
る
一
方
で
、
そ
れ
が
拡
大

し
て
い
か
な
い
要
因
が
二
つ
ほ
ど

見
え
て
き
た
。
一
つ
め
は
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
。
「
大
都
市
横

浜
で
は
、
近
所
づ
き
あ
い
も
希
薄

化
し
要
援
護
者
と
思
わ
れ
る
人
の

情
報
の
収
集
・
共
有
化
が
な
か
な

か
大
変
だ
。
支
援
の
気
持
ち
を
も

っ
て
い
る
人
は
地
域
に
大
勢
い
る

か
（
図
１
参
照
）
、
個
人
情
報
保

護
が
壁
に
な
っ
て
要
援
護
者
が
ど

こ
に
い
て
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要

な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
つ
い
て

は
行
政
が
も
っ
て
い
る
情
報
を
平

常
時
に
も
出
せ
な
い
か
。
」
と
い

う
声
を
地
域
の
方
々
か
ら
聞
く
こ

と
が
多
い
。

　
二
つ
め
の
要
因
は
、
行
政
内
部

の
支
援
体
制
の
構
築
の
難
し
さ
で

あ
ろ
う
。
要
援
護
者
支
援
は
防
災

部
局
と
福
祉
部
局
の
連
携
が
不
可

欠
だ
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
の
役
割
認

識
、
取
組
姿
勢
、
あ
る
べ
き
姿
と

現
実
の
姿
等
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
も
つ
ま
で
議
論
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
福
祉
部
局
内
で
も
高

齢
者
福
祉
、
障
害
福
祉
、
地
域
福

祉
等
が
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
れ
も
難
し
い
。
そ
れ
ぞ

要援護者に対してできる協力（平成19年度市民意識調査結果）図１

れ
対
象
者
別
に
施
策
や
事
業
を
執

行
し
て
い
る
の
で
、
災
害
と
い
う

状
況
下
に
重
層
的
な
「
要
援
護
者
」

に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
な
の

か
総
合
的
に
考
え
て
い
く
思
考
方
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法
が
必
要
と
さ
れ
る
。

②
行
政
が
所
持
す
る
個
人
情
報
を

　
「
地
域
」
に
提
供
す
る
仕
組
み

　
平
成
1
8
年
度
に
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、
前
述
し
た
「
要
援
護
者
リ

ス
ト
」
を
活
用
し
、
個
人
情
報
保

護
に
配
慮
し
な
が
ら
も
行
政
情
報

を
一
定
の
条
件
下
で
地
域
に
出
せ

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
た
。
そ

れ
を
ま
と
め
た
の
が
「
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
シ
ス
テ
ム
策
定

の
手
引
き
」
で
あ
る
（
以
下
「
手

引
き
」
と
い
う
）
。
「
手
引
き
」
は

行
政
、
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
規
定
し
、
要
援
護
者
の
同
意
を

と
っ
た
う
え
で
、
そ
の
基
本
情
報

を
区
役
所
か
ら
地
域
に
提
供
し
、

地
域
で
そ
れ
を
も
と
に
一
人
ひ
と

り
の
避
難
支
援
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
た
め
の
様
式
や
個
人
情
報
保
護

の
た
め
の
方
策
等
を
提
示
し
て
い

る
。
「
手
引
き
」
の
内
容
は
、
大

き
く
分
け
て
次
の
四
つ
で
あ
る
。

　
(
1
)
行
政
の
保
有
し
て
い
る
要
援
護

者
リ
ス
ト
の
改
善

　
(
2
)
行
政
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情

報
の
う
ち
同
意
を
し
た
区
民
に

　
つ
い
て
、
地
域
と
情
報
を
共
有

　
化
し
、
避
難
支
援
計
画
を
作
成

　
す
る
ま
で
の
仕
組
み

　
(
3
)
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性

　
(
4
)
要
援
護
者
支
援
に
お
け
る
行
政
　

と
地
域
の
役
割
分
担

　
「
手
引
き
」
策
定
の
な
か
で
特

に
議
論
と
な
っ
た
の
が
、
要
援
護

者
情
報
の
収
集
・
共
有
方
法
で
あ

る
。
通
常
、
次
の
三
つ
の
方
法
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
。
手
上
げ
方
式

　
要
援
護
者
登
録
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
広
報
・
周
知
し
た
後
、
自

ら
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
を
希
望

し
た
人
の
情
報
を
収
集
す
る
方
式
。

　
こ
の
方
法
は
、
実
施
主
体
の
負

担
は
少
な
い
も
の
の
、
要
援
護
者

へ
の
直
接
的
な
働
き
か
け
を
せ

ず
、
要
援
護
者
本
人
の
自
発
的
な

意
思
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、

支
援
を
要
す
る
こ
と
を
自
覚
し
て

い
な
い
人
や
障
害
等
を
有
す
る
こ

と
を
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
人

も
多
い
の
で
、
十
分
に
情
報
収
集

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

イ
。
同
意
方
式

　
防
災
関
係
部
局
、
福
祉
関
係
部

局
、
自
主
防
災
組
織
、
福
祉
関
係

者
等
が
、
要
援
護
者
本
人
に
直
接

働
き
か
け
、
必
要
な
情
報
を
収
集

す
る
方
式
。

　
要
援
護
者
一
人
ひ
と
り
と
直
接

接
す
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
支
援

内
容
等
を
き
め
細
か
く
把
握
で
き

る
反
面
、
対
象
者
が
多
い
た
め
、

効
率
的
か
つ
迅
速
な
情
報
収
集
が

困
難
な
面
が
あ
る
。

ウ
。
関
係
機
関
共
有
方
式

　
地
方
公
共
団
体
の
個
人
条
例
保

護
条
例
に
お
い
て
、
保
有
個
人
情

報
の
目
的
外
利
用
・
第
三
者
提
供

が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
規
定
を
活

用
し
て
、
要
援
護
者
本
人
か
ら
同

意
を
得
ず
に
、
平
常
時
か
ら
福
祉

関
係
部
局
等
が
保
有
す
る
要
援
護

者
情
報
を
防
災
関
係
部
局
、
自
主

防
災
組
織
、
民
生
委
員
な
ど
の
関

係
機
関
の
間
で
共
有
す
る
方
式
。

③
同
意
方
式
を
基
本
と
し
、
関
係

　
機
関
共
有
方
式
を
当
面
採
用
し

　
な
い
理
由

　
本
市
で
は
、
福
祉
関
係
部
局
の

保
有
情
報
を
積
極
的
に
活
用
し
つ

つ
、
地
域
と
協
働
し
た
「
同
意
方

式
」
を
基
本
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
要
援

護
者
と
思
わ
れ
る
区
民
一
人
ひ
と

り
に
確
認
を
行
い
、
行
政
の
も
っ

て
い
る
個
人
情
報
の
提
供
に
同
意

し
た
人
に
限
っ
て
、
基
本
情
報

（
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
・

電
話
番
号
・
緊
急
連
絡
先
）
を
地

域
組
織
（
民
生
委
員
等
）
に
提
供

し
、
個
別
訪
問
の
上
必
要
な
個
人

情
報
を
収
集
す
る
方
法
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や

地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
、
区
役

所
の
判
断
に
よ
り
「
手
上
げ
方
式
」

の
取
り
組
み
に
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
な
ぜ
関
係
機
関
共
有

方
式
を
採
用
し
な
い
か
と
い
う

と
、
災
害
時
に
地
域
で
要
援
護
者

の
方
々
の
避
難
支
援
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
重
要
な
の
は
お
互
い
の

信
頼
関
係
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
行
政
と
地
域
と
の
信

頼
関
係
で
あ
り
、
ま
た
地
域
住
民

同
士
の
信
頼
関
係
で
も
あ
る
。
そ

の
信
頼
関
係
を
作
る
た
め
に
は
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
不
安
を
払

拭
し
、
さ
ら
に
平
常
時
の
訓
練
を

含
め
い
ざ
と
い
う
と
き
の
支
援
体

制
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
こ
と

へ
の
安
心
感
の
醸
成
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
そ
の
保
障
の
な
い
ま
ま
、

本
人
の
同
意
を
得
ず
に
行
政
の
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ

き
だ
と
思
う
。

４
今
後
の
取
り
組
み

①
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

　
平
成
1
9
年
度
は
、
七
つ
の
区

（
中
区
・
港
南
区
・
旭
区
・
磯
子

区
・
港
北
区
・
戸
塚
区
・
瀬
谷

区
）
で
災
害
時
要
援
護
者
支
援
に

つ
い
て
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
事
業
を
通
し

て
そ
の
地
域
に
合
っ
た
情
報
収
集

方
法
、
具
体
的
な
避
難
支
援
プ
ラ

ン
の
作
成
、
行
政
と
地
域
の
役
割

分
担
と
協
働
な
ど
に
つ
い
て
検
証

し
、
よ
り
効
果
的
な
仕
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
大
規
模
団
地
で
の
高
齢
者
避
難

支
援
の
検
討
」
、
「
同
意
方
式
に
よ

る
要
援
護
者
情
報
の
収
集
」
、
「
公

募
に
よ
’
る
区
内
モ
デ
ル
地
区
の
選

定
」
、
「
地
域
福
祉
計
画
の
一
環
と

し
て
の
取
組
」
な
ど
が
な
さ
れ
て

い
る
。

②
地
域
で
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性

　
大
き
な
災
害
が
起
き
た
場
合
、

行
政
が
災
害
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
に
は
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
間

は
地
域
で
な
ん
と
か
支
え
合
う
こ

と
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
の
心
構
え
や
必
要

最
低
限
の
物
資
の
準
備
、
要
援
護

者
の
方
の
参
加
を
得
た
防
災
訓
練

の
実
施
な
ど
隣
近
所
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
き
、
信
頼
関
係
を
醸
成

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
防
災

を
通
じ
て
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
い
く
と
考
え
る
。

　
一
方
、
行
政
は
、
地
域
が
行
政

の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
の

か
、
そ
れ
と
も
不
要
な
の
か
、
必

要
な
ら
ば
、
そ
の
中
身
は
何
か
、

行
政
は
対
応
で
き
る
の
か
、
を
検

証
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

地
域
か
ら
行
政
が
評
価
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
今
後
も
、
具
体
的
な
モ
デ
ル
事

業
な
ど
を
通
じ
て
要
援
護
者
避
難

支
援
に
関
し
有
効
な
方
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。
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災害時要援護者の避難支援システム策定のフロー図(ひな型)

321特集1・地域で取り組む防災
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